




























































































































































































































































































































































rvl -監 変容;協綴Il!造・孟胡・. 11 l型を促巡する
閥的 手立て(I.I.IV)
fFDの法制的殺務化という条件の下で1草、
行政の1l!1!から{司らかの支慢があってもよいJ
－ 83 －
「相互研修型FDの組織化Jの公理
-国中濃
『稽互研修型FDの組織化J{の前提)
それぞれにローカルな特性をもっ個人ある
いは組織の日常的教育政警努力を前提
-現実には「公浬』の真実性が飼われている
• r FDの組織化Jという一般命題の下で営まざ
るを得ない
・「相互研修裂FDJの奨励が『組織化Jの目的
連携の可能性
• K: r共同体Jの意B躍が1fJ!!.しかし(j主)
" 
・国中「連携の~!!主としてなんらかの共同体のあ
りょうを想定する二とはあまり意味がない.
・連携は到達点を描くこともできない無限運動で
ある.
・この連畿の無限速動を支えるのは、共同体で
はなく、「相互性(mutuality)Jである.J
・『相互j どちらの側も同じような働きかけがある
u:主》ス司R・R宵司院傘'R・"・，~・ラワンドテーフ/...布R" . 
『相互研修の自己組織化Jの篠相
-ローカリズムの穆重
.唇.ではなく連機
・ローカルテイと濯機は補完的微相をはらむ
.この『補完的織相Jにこそ『共同利用鎚点Jの
命題がある
・ローカルティの相互線価が『連燐Jの肉容
・ローカルティを主張できる空間の創出が遺骨号
" 
共同体
• Community 
・血縁的・地織的あるいは感情的なつながりを
'"盤とする人間の共同生活の練式
・共同ゆえの相互織助と相互規制とがある。
.特定の目的を遺成するために結成される組
織と区別される
(広古事苑)
「相互性」とは
• 
• r大学聞の力量の差JIま現実に相互性を無視
する
・級争的環境は文学の現実である
・綬争的環療の下で、相互性lま成立するか
• r相互性Jとは倫理か
-なぜFDI立法制化されなければならなかったか
.中教審委員『何もしないわけにはいかないJ
" 
実践の視点から
初
－ 84 －
共同利用拠点の特性
-モード 1型:伝統的ディシプリンの存在線式
・モード 1製:目標による存在締式の備成
と解散
• rFD拠点形成JI主政策的
.教育支婦は永鏡、必然的にモードl型
。政策的健点形成はモード1裂
f FDISI!点形成J: 1霊!と1型の中間・混合?
『拠点主催FDフォーラムJの構造
.従来
・学会ヲイプ
大掌教賓掌会の活動と重徳
.拠点FDの特性を明確にする
• 1‘H‘1. IV裂を..にプログラムを摘成
.そのためには、それぞれの型の特性を明確
にして、各4をプログラムとして提示する必要
がある
「分野別質保証JIこ対応するFD
-フォーラムにおいて.分野l!IFDをa回生する
• f分野別・相互研修!:!FDJ 
:古学問分野別にI乱協同する基盤(学問)が
ある
:相互研修裂が成立する可能性
" 
組織的逮傍の効果
-組織的逮織でなくては得られないことは何か
自己相対化の筏点
・『栂互性J理念を実現する『惚点FDJの実餓は?
• r力量の差JがFD槌点で解決する構造l立つ
・『鎚点』による成果は、一般的・普遍的.したが
って、それぞれの大学においてカスヲマイズ・ロ
ーカライズして、はじめて愈味をもっ{有効にな
るのではないか上受肉化
「拠点主催FDフォーラムJの運嘗
-大学教育学会から差別化する
• r相互研修型発表』に微する
・個別発表を、ただ発表する二とにとどめ怠い
.発表がmにならなければならない
・発表に対して、評価と総括が行われなければ
ならない
・それを可能にするには、司会者にいわゆる
fFDディベロッパー」の能力が期待される
大学教育の質
• FDとは‘ 大学教育の質保liIへの取組である
. 
.大学教育の質保鉦というと、一律基準が想定
されるが
・大学教育の質保経はグロー パルな観点のみ
では不十分
・一律基準では尽くせないのが、大学教育の
本質
・各大学の理念に深〈関わるものとして忽織さ
れるべきである.貨のロー カリ子イ、『分野別J
ロー カリティ
